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ABSTRACT

　In The Roman Spring of Mrs. Stone, both a novel written by 
Tennessee Williams and a film directed by José Quintero, there are 
some representations of Rome present and others that are absent. As 
the absent representations emphasize those present in the development 
of the story, these two kinds of representation of Rome are deeply 
concerned with the theme of the works.
　Representations of Rome absent in The Roman Spring of Mrs. Stone 
are Ancient Rome, City of Salvation, and Rome as a Modern Political 
Capital.
　 “Ancient Rome” exists not only in the ruins but also more as a 
glorious memory. The memory was kept alive until several decades ago 
mainly by male education centered on the Latin language and authors. 
Mrs. Stone, who probably received only a high school education in the 
United States, is not familiar with Latin authors whose works vivify 
Roman ruins. The ruins are not evocative and therefore are absent for 
her.
　Since the Middle Ages Rome has been a city believed to have a 
strong power of salvation, as is attested by the innumerable pilgrims 
who have visited the city. Mrs. Stone, however, is not a believer and 
therefore does not receive salvation in Rome.
　Mrs. Stone, as an American high school graduate, is probably 
unfamiliar with the modern Italian history: the choice of Rome as the 
capital of a newly united country and the troublesome years under the 
Fascist regime, and so forth. As a result, monuments of modern Italy in 
Rome do not speak anything to her.
　On the other hand, this retired rich actress coming to stay alone in 
Rome encounters a different Rome. The encounter was direct, precisely 
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because her attention is not drawn to other aspects of Rome: its glorious 
past, its salvation power, or its modern politics.
　What she directly experiences is the degeneracy of the Romans. 
Her first gigolo, a countess who procures him for her, and her second 
gigolo all aim without compunction to make their living by depending 
parasitically on Mrs. Stone ’s wealth. Interestingly, this kind of 
“degeneracy” of the Roman people has been repeatedly pointed out ever 
since Juvenal’s satire.
　Mrs. Stone also experiences Rome as a city of life, contrary to her 
expectations. She finds that the parasitical Romans like her gigolos and 
the procuress have survived three thousand years, as an instance of 
eternity of the city.



3　 　『ローマの哀愁』に無い〈ローマ〉と在る〈ローマ〉

『
ロ
ー
マ
の
哀
愁
』
に
無
い
〈
ロ
ー
マ
〉
と
在
る
〈
ロ
ー
マ
〉

鳥　

越　

輝　

昭

は
じ
め
に

　

往
年
の
有
名
女
優
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
リ
ー
（V

ivien Leigh, 1913

─67

）
が
主
演
し
た
映
画
にT

he R
om

an Spring of 

M
rs. Stone

と
い
う
作
品
が
あ
る
。
ホ
セ
・
ク
イ
ン
テ
ロ
（José Q

uintero, 1924

─99

）
監
督
に
よ
る
作
品
（
セ
ブ
ン
ア
ー

ツ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）
で
、
一
九
六
一
年
に
公
開
さ
れ
た
。
映
画
の
原
作
は
、
テ
ネ
シ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（T

ennessee 

W
illiam

s, 1911

─83

）
の
同
名
の
小
説T

he R
om

an Spring of M
rs. Stone

（
一
九
五
○
年
）
で
あ
る
。
以
下
の
拙
文
の
な

か
で
は
、
過
去
の
邦
題
に
合
わ
せ
て
、
小
説
の
方
は
『
ス
ト
ー
ン
夫
人
の
ロ
ー
マ
の
春
』、
映
画
の
方
は
『
ロ
ー
マ
の
哀
愁
』
と

呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

テ
ネ
シ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
『
ス
ト
ー
ン
夫
人
の
ロ
ー
マ
の
春
』
は
、
有
名
な
戯
曲
群
の
影
に
隠
れ
て
目
立
た
な
い
が
、
佳

作
で
あ
る
。
映
画
『
ロ
ー
マ
の
哀
愁
』
も
魅
力
的
な
佳
作
で
あ
る
の
だ
が
、
同
じ
く
テ
ネ
シ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
原
作
を
使
い
、

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
リ
ー
主
演
で
映
画
化
さ
れ
た
『
欲
望
と
い
う
名
の
電
車A

 Streetcar N
am

ed D
esire

』（
一
九
五
一
年
）
と
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異
な
り
、
日
本
の
映
画
館
で
は
上
演
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
映
は
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
ら
し
い
が
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト
も
、
国
内
盤
は
本
稿
の
執
筆
時
点
（
二
〇
一
三
年
六
月
）
で
は
販
売
さ
れ
て
い
な
い
。
映
画
『
ロ
ー
マ
の
哀
愁
』

は
、
日
本
国
内
で
は
ほ
と
ん
ど
関
心
の
対
象
に
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
『
ロ
ー
マ
の
哀
愁
』
は
、
小
説
の
映
画
化
作
品
と
し
て
は
、
め
ず
ら
し
く
原
作
に
忠
実
で
あ
り
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
の
小
説
を
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
引
用
し
な
が
ら
展
開
す
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
の
述
べ
方
に
つ
い
て
、
小
説
は
倒
叙
を
採
用
し
、
映

画
は
時
間
の
流
れ
に
沿
う
が
、
本
質
的
な
相
違
で
は
な
い
。

　

映
画
の
あ
ら
す
じ
は
、
こ
う
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
小
説
の
あ
ら
す
じ
に
も
本
質
的
な
相
違
は
な
い
。
│
│
若
さ
と
美
貌

で
成
功
し
た
米
国
の
舞
台
女
優
（
ス
ト
ー
ン
夫
人
）
が
、
限
界
を
自
覚
し
て
引
退
、
ロ
ー
マ
で
ひ
っ
そ
り
と
余
生
を
過
ご
そ
う
と

す
る
。
夫
人
は
ロ
ー
マ
へ
の
途
上
で
夫
に
先
立
た
れ
る
。
孤
独
な
夫
人
は
、
ロ
ー
マ
で
、
裕
福
な
男
女
に
愛
人
を
斡
旋
し
て
生
活

し
て
い
る
貴
族
夫
人
か
ら
若
い
ロ
ー
マ
男
（
パ
オ
ロ
）
を
紹
介
さ
れ
、
こ
の
若
者
を
恋
し
て
金
品
を
貢
ぐ
。
し
か
し
、
若
者
は
や

が
て
夫
人
を
捨
て
、
自
分
を
映
画
に
出
演
さ
せ
て
く
れ
そ
う
な
別
の
夫
人
の
ジ
ゴ
ロ
に
な
る
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
ス
ト
ー
ン

夫
人
は
、
ロ
ー
マ
に
住
み
始
め
た
と
き
か
ら
自
分
に
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
貧
し
い
若
者
を
、
新
し
い
ジ
ゴ
ロ
に
す
る
こ
と
に
決
め

る
。

　

小
説
『
ス
ト
ー
ン
夫
人
の
ロ
ー
マ
の
春
』
と
映
画
『
ロ
ー
マ
の
哀
愁
』
は
、
都
市
ロ
ー
マ
の
表
象
と
の
関
連
で
見
る
と
、
い
く

つ
か
興
味
深
い
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
特
徴
を
本
稿
で
は
取
り
扱
っ
て
み
た
い
。
作
品
の
な
か
で
は
、
主
人
公
ス
ト
ー

ン
夫
人
の
ロ
ー
マ
像
に
欠
け
て
い
る
特
徴
が
、
夫
人
の
出
会
う
ロ
ー
マ
像
の
特
徴
を
強
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
夫
人
の
悲
劇
が
深

ま
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
ロ
ー
マ
の
表
象
は
こ
の
作
品
の
主
題
と
深
く
か
か
わ
る
の
で
あ
る
。
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一　
ス
ト
ー
ン
夫
人
に
欠
け
て
い
る
〈
ロ
ー
マ
〉

　

ロ
ー
マ
は
、
大
き
く
捉
え
れ
ば
、
三
つ
の
時
代
か
ら
成
り
立
ち
、
各
時
代
が
、
現
代
に
お
い
て
、
同
時
に
三
つ
の
層
を
な
し
て

い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
ロ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
実
態
と
表
象
と
が
同
じ
程
度
に
重
要
で
あ
る
。

　

ロ
ー
マ
の
三
つ
の
時
代
と
は
、
古
代
以
後
の
ロ
ー
マ
、
中
世
以
後
の
ロ
ー
マ
、
近
代
以
後
の
ロ
ー
マ
の
三
つ
で
あ
る
。
古
代
の

ロ
ー
マ
そ
の
も
の
は
、
紀
元
前
の
八
世
紀
〜
七
世
紀
か
ら
始
ま
り
、
紀
元
五
世
紀
ま
で
続
い
た
。
こ
の
ロ
ー
マ
は
、
古
典
古
代
文

明
の
中
心
都
市
、「
世
界
の
首
都caput m
undi

」
と
表
象
さ
れ
た
存
在
で
あ
り
、
現
代
に
連
続
し
て
い
る
。

　

中
世
以
後
の
ロ
ー
マ
は
、
七
世
紀
ご
ろ
か
ら
始
ま
り
現
代
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
十
六
世
紀
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派

が
分
離
す
る
ま
で
は
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
中
心
都
市
だ
っ
た
ロ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
の
後
も
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
の
中

心
│
│
一
種
の
「
世
界
の
首
都
」
│
│
と
し
て
の
ロ
ー
マ
で
あ
る
。

　

一
八
七
〇
年
以
後
の
ロ
ー
マ
は
、
近
代
イ
タ
リ
ア
国
家
の
首
都
と
し
て
の
ロ
ー
マ
で
あ
り
、
こ
れ
も
現
在
に
連
続
し
て
い
る
。

　

古
代
の
ロ
ー
マ
は
、
現
代
に
お
い
て
、
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
や
コ
ロ
セ
ウ
ム
の
よ
う
な
遺
跡
と
し
て
も
現
前
し
て
い
る
が
、
む

し
ろ
そ
れ
以
上
に
、
繁
栄
の
記
憶
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
中
世
以
後
の
ロ
ー
マ
は
、
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
に
代
表
さ
れ
る

多
く
の
教
会
建
築
と
し
て
、
現
在
も
現
前
し
て
い
る
。

　

注
目
し
て
良
い
の
は
、
現
在
に
お
い
て
三
層
を
な
し
て
い
る
ロ
ー
マ
は
、
三
層
に
分
離
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
精
神
的
あ
る

い
は
表
象
的
に
連
続
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
中
世
の
ロ
ー
マ
は
、
単
に
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
教
会
の
中
心
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
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そ
れ
は
、
古
代
に
お
い
て
ロ
ー
マ
帝
国
の
中
心
だ
っ
た
の
に
似
て
、
同
時
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
中
心
で
も
あ
っ
た
。
神
聖
ロ
ー

マ
皇
帝
オ
ッ
ト
ー
一
世
（O

tto I

、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
在
位
、
九
六
二
年
〜
七
三
年
）
か
ら
出
さ
れ
た
文
書
に
こ
う
書
か
れ
て
い

る
と
お
り
で
あ
る
。

全
世
界
な
ら
び
に
普
遍
の
教
会
の
首
都
で
あ
る
ロ
ー
マ
（Rom

a caput totius m
undi et aecclesia universalis

）
は
、

…
…
支
配
者
た
る
皇
帝
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
・
オ
ッ
ト
ー
に
よ
り
（a dom

no ottone A
ugusto im

peratore

）、
…
…
従
前

通
り
、
す
べ
て
に
お
い
て
尊
崇
さ
れ
る）1
（

。

「
全
世
界
の
首
都
」
と
「
普
遍
の
教
会
の
首
都
」
と
が
並
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
よ
う
。
ロ
ー
マ
は
、「
全
世
界
の
首
都
」

で
あ
る
と
同
時
に
「
普
遍
の
教
会
の
首
都
」
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

あ
わ
せ
て
注
目
す
べ
き
こ
と
だ
が
、
カ
ー
ル
大
帝
（Charlem

agne, 742

─814

）
は
八
〇
〇
年
に
「
ロ
ー
マ
皇
帝
」
に
任
じ
ら

れ
た
の
で
あ
る
し
、
オ
ッ
ト
ー
以
後
の
「
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
」
た
ち
も
、「
ロ
ー
マ
皇
帝
」
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
意

識
と
表
象
の
面
で
は
、
こ
れ
ら
の
帝
国
は
「
古
代
ロ
ー
マ
」
と
連
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
一
部
の
ロ
ー
マ
教
皇
た
ち
も
「
古
代
ロ
ー
マ
」
帝
国
の
支
配
権
を
継
承
し
た
と
主
張
し
た
こ
と

で
あ
る
。
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
世
（Gregorius I

、
在
位
、
五
九
〇
〜
六
〇
四
年
）
の
こ
ろ
の
教
皇
庁
は
、「
皇
帝
ア
ウ
グ
ス

ト
ゥ
ス
が
支
配
し
た
人
々
を
、
キ
リ
ス
ト
は
支
配
す
るQ

uibus im
peravit A

ugustus, im
perat Christus

）
2
（

」
と
主
張
し
た
し
、

教
皇
ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
八
世
（Bonifatius V

III

、
在
位
、
一
二
九
四
〜
一
三
〇
三
年
）
は
、「
わ
れ
こ
そ
が
カ
エ
サ
ル
で
あ
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り
、
わ
れ
こ
そ
が
皇
帝
で
あ
るEgo sum

 Caesar, ego sum
 im

perator

）
3
（

」
だ
と
主
張
し
た
。
こ
れ
ら
の
教
皇
や
教
皇
庁
も
、

意
識
と
表
象
の
面
で
、「
古
代
ロ
ー
マ
」
と
連
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

近
代
イ
タ
リ
ア
国
家
の
首
都
ロ
ー
マ
も
、
精
神
的
あ
る
い
は
表
象
的
に
、
古
代
ロ
ー
マ
と
の
連
続
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
そ

れ
は
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
、
初
代
イ
タ
リ
ア
王
（V

ittorio Em
anuele II, 

イ
タ
リ
ア
王
在
位
一
八
六
一
〜

七
八
年
）
の
巨
大
な
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
灯
さ
れ
て
い
る
火
が
、
古
代
ロ
ー
マ
の
ヴ
ェ
ス
タ
神
殿
の
火
を
模
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
や
、
同
じ
く
屋
根
の
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
戦
車
が
、
同
時
代
の
兵
器
で
は
な
く
、
古
代
ロ
ー
マ
で
使
わ
れ
た
戦
車
で
あ
る

こ
と
に
表
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
ロ
ー
マ
に
〈
世
界
の
首
都
〉
と
い
う
表
象
が
備
わ
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
近
代
イ
タ
リ
ア
国
家

は
、
千
年
に
わ
た
っ
て
こ
の
町
の
支
配
者
で
も
あ
っ
た
ロ
ー
マ
教
皇
を
追
い
払
っ
て
、
こ
の
町
を
首
都
に
し
た
。
数
百
年
に
わ
た

っ
て
地
域
地
域
に
分
散
し
て
い
た
人
々
を
「
イ
タ
リ
ア
人
」
と
し
て
統
合
す
る
力
が
、
こ
の
町
に
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
要
す
る
に
、
古
代
と
中
世
と
近
代
の
〈
ロ
ー
マ
〉
は
い
ず
れ
も
現
代
ま
で
連
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
小
説
『
ス
ト
ー
ン
夫
人
の
ロ
ー
マ
の
春
』
に
も
映
画
『
ロ
ー
マ
の
哀
愁
』
に
も
、
こ
の
よ
う
に
連
続
的
に

三
層
を
成
し
て
い
る
〈
ロ
ー
マ
〉
│
│
そ
れ
ぞ
れ
に
存
在
感
を
持
っ
て
い
る
〈
ロ
ー
マ
〉
│
│
が
ま
っ
た
く
現
れ
な
い
。
ロ
ー
マ

に
到
来
し
た
外
国
人
を
主
人
公
と
す
る
映
画
と
し
て
、
こ
れ
は
希
有
な
特
徴
で
あ
る
。『
ロ
ー
マ
の
休
日R

om
an H

oliday

』

（
一
九
五
三
年
）、『
ア
リ
ヴ
ェ
デ
ル
チ
・
ロ
ー
マA

rrivederci R
om

a
』（
一
九
五
七
年
。
英
語
版
タ
イ
ト
ル
はSeven H

ills of 

R
om

e

）、『
恋
愛
専
科R

om
e A

dventure

』（
一
九
六
二
年
）
な
ど
の
映
画
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
遺
跡
も
、
中
世
以
来
の
教
会
建

築
も
、
近
代
ロ
ー
マ
の
建
造
物
も
見
せ
る
。
映
画
『
ロ
ー
マ
の
哀
愁
』
は
、
こ
れ
ら
の
映
画
と
異
な
り
、
観
光
性
を
持
っ
て
い
な
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い
と
も
い
え
る
し
、
主
人
公
の
ス
ト
ー
ン
夫
人
は
、
ロ
ー
マ
の
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
建
造
物
に
も
、
そ
れ
が
表
す
精
神
性
に
も

関
心
を
持
っ
て
い
な
い
の
だ
と
も
い
え
る
。
夫
人
は
、
ロ
ー
マ
で
新
た
に
生
じ
る
ジ
ゴ
ロ
た
ち
と
の
関
係
と
、
自
身
の
内
面
と
に

し
か
関
心
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

ス
ト
ー
ン
夫
人
が
古
代
ロ
ー
マ
の
遺
跡
に
関
心
を
示
さ
な
い
の
で
、
こ
の
映
画
の
画
面
に
は
遺
跡
が
ま
っ
た
く
映
し
出
さ
れ
な

い
が
、
こ
の
こ
と
は
、
外
国
人
を
主
人
公
と
す
る
映
画
に
限
ら
ず
、
一
般
に
ロ
ー
マ
を
舞
台
に
す
る
映
画
と
し
て
、
異
例
で
あ
る
。

ス
ト
ー
ン
夫
人
が
ロ
ー
マ
の
遺
跡
に
関
心
を
示
さ
な
い
原
因
は
、
お
そ
ら
く
は
夫
人
の
受
け
た
教
育
に
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

欧
米
の
多
く
の
人
た
ち
が
長
ら
く
古
代
ロ
ー
マ
の
遺
跡
に
関
心
を
抱
き
続
け
て
き
た
原
因
の
多
く
は
、
教
育
に
あ
る
。
何
世
紀

に
も
わ
た
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
男
子
教
育
の
中
核
は
、
ラ
テ
ン
語
の
読
み
書
き
を
学
び
、
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
史
書
・
文
学

書
・
思
想
書
を
読
む
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
ラ
テ
ン
語
文
献
の
関
心
の
中
心
に
は
、
古
代
の
ロ
ー
マ
が
あ
っ
た
。

　

作
家
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
（Stendahl, 1783
─1842

）
の
『
ロ
ー
マ
散
策Prom

enades dans R
om

e

』
の
つ
ぎ
の
箇
所
（
一
八
二

八
年
）
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
遺
跡
、
古
代
ラ
テ
ン
語
文
献
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
典
教
育
の
三
者
の
関
係
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
て

興
味
深
い
。

コ
ロ
セ
ウ
ム
は
、
数
あ
る
遺
跡
の
な
か
で
も
っ
と
も
見
事
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
偉
大
さ
の
す
べ
て
が
息
づ

い
て
い
る
（Là respire toute la m

ajesté de Rom
e antique

）。
テ
ィ
ト
ゥ
ス
＝
リ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
史
書
の
記
憶
が
わ
た

く
し
の
頭
を
満
た
し
た
。
わ
た
く
し
の
眼
前
に
、
フ
ァ
ビ
ウ
ス
・
マ
ク
シ
ム
ス
、
プ
ブ
リ
コ
ラ
、
メ
ネ
ニ
ウ
ス
・
ア
グ
リ
ッ

パ
が
姿
を
現
し
た）4
（

。
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こ
れ
は
、
少
年
期
・
青
年
期
に
読
ん
だ
テ
ィ
ト
ゥ
ス
＝
リ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
『
ロ
ー
マ
建
国
史A

b U
rbe condita libri

』
の
記
述
が

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
記
憶
に
定
着
し
て
い
て
、
そ
の
記
憶
が
現
場
で
あ
ざ
や
か
に
蘇
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
コ
ロ
セ
ウ
ム
と
い

う
建
物
の
残
骸
に
「
古
代
ロ
ー
マ
の
偉
大
さ
の
す
べ
て
が
息
づ
く
」
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
記
憶
の
作
用
で
あ
る
。

　

詩
人
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
（Chateaubriand, 1768

─1847

）
の
『
イ
タ
リ
ア
紀
行V

oyages en Italie

』（
一
八
二
七
年
）
の

な
か
に
、
ロ
ー
マ
に
つ
い
て
綴
っ
た
「
フ
ォ
ン
タ
ー
ヌ
殿
へ
の
手
紙A

 M
. de Fontanes

」
と
い
う
文
章
が
あ
る
。
こ
の
な
か

で
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
も
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
と
同
様
に
、
古
代
ロ
ー
マ
の
遺
跡
を
古
代
ラ
テ
ン
語
文
献
の
記
憶
と
結
び
つ
け
る
。

　

親
愛
な
る
友
よ
、
こ
れ
か
ら
ロ
ー
マ
の
遺
跡
に
つ
い
て
少
し
述
べ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
遺
跡
は
、
話
す
よ
う
に
と
あ
な
た

が
わ
た
く
し
に
勧
め
た
も
の
で
す
し
、
ロ
ー
マ
の
外
見
の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
わ
た
く
し
は
、

こ
れ
ま
で
に
、
ロ
ー
マ
で
も
ナ
ポ
リ
で
も
、
訪
れ
る
時
間
の
な
か
っ
た
ポ
エ
ス
ト
ゥ
ム
神
殿
は
例
外
と
し
て
、
じ
っ
く
り
と

遺
跡
を
見
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、
そ
れ
に
結
び
つ
け
る
記
憶
次
第
で
異
な
る
特
徴
を
帯
び
る
は
ず
だ
と
、
あ
な
た
も

お
考
え
で
し
ょ
う）5
（

。

熱
心
な
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
だ
っ
た
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
は
、
こ
の
引
用
の
直
後
に
、
コ
ロ
セ
ウ
ム
の
遺
跡
に
、
そ
こ
で
見
世
物
と

し
て
虐
殺
さ
れ
た
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
に
つ
い
て
の
「
記
憶
」
を
結
び
つ
け
る
。
そ
し
て
コ
ロ
セ
ウ
ム
に
、
無
神
論
者
だ

っ
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
と
は
「
異
な
る
特
徴
」
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
今
わ
た
く
し
が
注
目
し
た
い
の
は
、
シ
ャ
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ト
ー
ブ
リ
ア
ン
も
、
や
は
り
、
教
育
と
読
書
の
「
記
憶
」
に
よ
っ
て
、
古
代
ロ
ー
マ
の
遺
跡
を
息
づ
か
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
の
こ
の
「
フ
ォ
ン
タ
ー
ヌ
殿
へ
の
手
紙
」
に
つ
い
て
は
、
も
う
ひ
と
つ
注
目
し
た
い
点
が
あ
る
。
こ
の
文

章
は
、
ロ
ー
マ
に
つ
い
て
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
、
古
代
ロ
ー
マ
の
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
や
テ
ィ
ト
ゥ
ス
=
リ
ヴ
ィ
ウ
ス
な
ど
か
ら
つ
ぎ

つ
ぎ
に
引
用
す
る
の
だ
が
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
は
自
注
に
、「
わ
た
く
し
は
拙
著
全
体
に
わ
た
っ
て
、
記
憶
か
ら
引
用
し
て
い

る
の
で
、
引
用
に
多
少
不
正
確
な
箇
所
が
あ
る
の
は
お
許
し
願
い
た
い）6
（

」
と
書
く
。
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
た
ち
に
と
っ
て
、
古
代

ロ
ー
マ
の
文
筆
家
た
ち
の
文
章
は
、
記
憶
か
ら
引
用
で
き
る
ほ
ど
に
親
し
い
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
状
態
は
、

数
十
年
前
ま
で
の
日
本
で
、
論
孟
の
文
章
や
漢
詩
文
が
親
し
い
も
の
だ
っ
た
の
に
近
似
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
注
目
に
値
す
る
の
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
や
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
は
大
学
教
育
を
受
け
た
ひ
と
た
ち
で
は
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
初
等
中
等
段
階
の
古
典
教
育
が
生
涯
の
教
養
の
礎
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ふ
た
り
と

同
じ
く
大
学
教
育
を
受
け
て
い
な
い
英
国
作
家
デ
ィ
ケ
ン
ズ
（Charles D

ickens, 1812

─70

）
が
、
ロ
ー
マ
を
訪
れ
る
と
、
コ

ロ
セ
ウ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
古
代
の
遺
跡
を
熱
心
に
見
て
回
っ
て
い
る
の
も
（Pictures from

 Italy, 1846

）、
同
様
の
古
典
教

育
の
結
果
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
中
等
教
育
を
受
け
る
男
子
が
一
般
に
古
代
ロ
ー
マ
の
古
典
を
教

え
込
ま
れ
た
時
代
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
あ
た
り
を
境
と
し
て
終
わ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ス
ト
ー
ン
夫
人
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
や
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
と
は
受
け
た
教
育
が
異
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
夫
人
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
女
性
で
あ
り
、
一
般
教
育
を
受
け
た
の
は
、
お
そ
ら
く
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ま
で
ら
し
い
（
作
中
に

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
同
級
生
が
登
場
す
る
）。
そ
う
い
う
教
育
を
受
け
た
夫
人
に
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
文
筆
家
の
文
章
そ
の
も
の
の

記
憶
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
夫
人
は
、
古
代
の
文
筆
家
の
文
章
の
記
憶
に
よ
っ
て
古
代
の
遺
跡
を
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
た
ち
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の
よ
う
に
「
息
づ
か
せ
る
」
こ
と
が
で
き
な
い
。
夫
人
に
と
っ
て
、
遺
跡
は
た
だ
の
瓦
礫
で
し
か
な
い
。
夫
人
に
と
っ
て
は
、
古

代
の
〈
ロ
ー
マ
〉
は
存
在
し
な
い
に
等
し
い
の
で
あ
る
。

　

夫
人
に
は
、
近
代
イ
タ
リ
ア
の
首
都
と
し
て
の
〈
ロ
ー
マ
〉
も
存
在
し
な
い
に
等
し
い
。
夫
人
は
、
米
国
で
普
通
教
育
を
受
け

た
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
イ
タ
リ
ア
近
代
史
の
詳
し
い
知
識
を
欠
い
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
は
、
近
世
以
来
、
多
く
の
地

域
が
さ
ま
ざ
ま
な
外
国
勢
力
の
支
配
下
に
置
か
れ
、
よ
う
や
く
十
九
世
紀
の
後
半
に
な
っ
て
、
曲
が
り
な
り
に
国
家
統
一
を
果
た

し
た
。
ま
た
イ
タ
リ
ア
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
期
ま
で
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
も
体
験
し
た
。
そ
う
い
う
苦
難
の
歴

史
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
の
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
本
拠
に
し
た
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
宮
殿
も
「
息
づ
か
せ
る
」
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

ス
ト
ー
ン
夫
人
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
問
わ
ず
、
あ
る
い
は
他
の
宗
教
を
問
わ
ず
、
信
仰
の
な
い
女
性
の
よ

う
で
あ
る
。
映
画
の
冒
頭
近
く
で
は
、
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
広
場
を
訪
れ
た
夫
人
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
る
が
、
カ
メ
ラ
は
、
夫
人

が
広
場
に
待
た
せ
て
あ
る
運
転
手
付
き
の
高
級
自
動
車
の
と
こ
ろ
へ
歩
い
て
き
て
乗
り
込
む
姿
を
、
遠
く
か
ら
一
瞬
映
す
だ
け
で

あ
る
。
暇
つ
ぶ
し
に
訪
れ
て
み
た
と
い
う
様
子
で
あ
る
。
夫
人
に
は
信
仰
が
な
い
か
ら
、
ロ
ー
マ
と
い
う
〈
救
済
都
市
〉
に
居
て

も
、
救
済
に
出
会
う
こ
と
が
な
い
の
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
節
で
や
や
詳
し
く
取
り
扱
う
こ
と
に
し
た
い
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
ス
ト
ー
ン
夫
人
は
、
芸
術
に
も
興
味
が
な
い
様
子
で
あ
る
。
映
画
に
は
、
夫
人
が
ナ
ヴ
ォ
ー
ナ
広
場
を
通
り
抜

け
る
場
面
が
あ
る
の
だ
が
、
夫
人
は
、
ベ
ル
ニ
ー
ニ
作
の
噴
水
に
は
目
も
く
れ
ず
、
お
そ
ら
く
は
心
の
な
か
の
空
虚
に
目
を
向
け

た
ま
ま
、
ふ
ら
ふ
ら
と
広
場
を
歩
き
抜
け
て
ゆ
く
。



12

二　
ス
ペ
イ
ン
階
段
と
救
済
の
不
在

　

ス
ト
ー
ン
夫
人
が
ロ
ー
マ
で
住
む
場
所
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、
観
光
名
所
の
ひ
と
つ
の
「
ス
ペ
イ
ン
階
段
」
を
か
な
り
上
ま
で

登
っ
た
あ
た
り
で
あ
る
。
裕
福
な
ス
ト
ー
ン
夫
人
は
、
こ
の
場
所
に
豪
勢
な
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
を
借
り
て
住
ま
う
。
ス
ペ
イ
ン
階

段
を
登
っ
た
あ
た
り
は
見
晴
ら
し
が
良
い
。
そ
れ
に
、
こ
の
界
隈
は
昔
か
ら
ロ
ー
マ
を
訪
れ
た
外
国
人
、
と
り
わ
け
英
語
圏
の
人

た
ち
が
好
ん
で
滞
在
し
た
場
所
で
あ
る
。
夫
人
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、
階
段
を
下
方
か
ら
見
上
げ
る
際
の
左
脇
に
あ
る
が
、
右

手
下
方
に
は
英
国
の
詩
人
キ
ー
ツ
（John K

eats, 1795

─1821

）
が
滞
在
し
て
死
ん
だ
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
が
あ
っ
て
、
キ
ー

ツ
・
シ
ェ
リ
ー
記
念
館
に
な
っ
て
い
る
。
英
国
の
詩
人
シ
ェ
リ
ー
（Percy Bysshe Shelley, 1792

─1822

）
も
ま
た
こ
の
階
段

の
左
脇
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
に
滞
在
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
英
語
圏
か
ら
到
来
し
た
ス
ト
ー
ン
夫
人
が
滞
在
す
る
の
に
相
応

し
い
場
所
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
階
段
は
、『
ロ
ー
マ
の
哀
愁
』
よ
り
数
年
前
に
作
ら
れ
て
│
│
た
だ
し
原
作
小
説
『
ス
ト
ー
ン
夫
人
の
ロ
ー

マ
の
春
』
の
出
版
以
後
で
あ
る
け
れ
ど
も
│
│
大
ヒ
ッ
ト
し
た
『
ロ
ー
マ
の
休
日
』（
一
九
五
三
年
）
の
重
要
な
場
面
が
、
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
撮
影
さ
れ
た
場
所
で
も
あ
る
。
映
画
を
作
る
側
も
見
る
側
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
の
場
面
を
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
い

だ
ろ
う
。

　

映
画
『
ロ
ー
マ
の
哀
愁
』
の
カ
メ
ラ
は
、
こ
う
い
う
ス
ペ
イ
ン
階
段
に
つ
い
て
、
独
特
の
映
し
出
し
方
を
す
る
。「
ス
ペ
イ
ン

階
段
」
と
通
称
さ
れ
る
百
三
十
五
段
も
あ
る
広
く
長
い
階
段
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
こ
の
丘
の
上
に
あ
っ
た
教
会
、
ト
リ
ニ
タ
・
デ
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イ
・
モ
ン
テ
ィ
教
会
（
＝
「
丘
の
上
の
聖
三
位
一
体
教
会
」）
に
登
っ
て
ゆ
く
た
め
の
一
種
の
「
参
道
」
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の

で
、
正
式
名
称
は
「
ト
リ
ニ
タ
・
デ
イ
・
モ
ン
テ
ィ
教
会
の
階
段Scalinata dei T

rinità dei M
onti

」
で
あ
る
。
ト
リ
ニ

タ
・
デ
イ
・
モ
ン
テ
ィ
教
会
は
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
十
二
世
王
に
よ
っ
て
建
築
が
開
始
さ
れ
た
教
会
で
、
代
々
フ
ラ
ン
ス
系
の
枢
機

卿
に
与
え
ら
れ
て
き
た
。
ス
ペ
イ
ン
階
段
を
作
る
に
あ
た
っ
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
王
が
資
金
を
提
供
し
た
が
、
そ
れ
は
階
段
が
「
参

道
」
と
し
て
こ
の
教
会
の
一
部
分
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

映
画
『
ロ
ー
マ
の
哀
愁
』
は
、
ス
ペ
イ
ン
階
段
を
見
せ
る
あ
た
っ
て
、
ト
リ
ニ
タ
・
デ
イ
・
モ
ン
テ
ィ
教
会
に
つ
い
て
は
、
最

初
に
一
瞬
間
映
し
出
す
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
は
、
階
段
を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
夫
人
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
か
ら
階
段
を
見
下

ろ
す
画
面
を
繰
り
返
し
執
拗
に
見
せ
る
。
夫
人
が
見
下
ろ
す
視
線
の
先
に
は
、
映
画
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
、
二
人
目
の
ジ
ゴ
ロ

と
な
る
ロ
ー
マ
の
貧
し
い
若
者
が
、
汚
い
コ
ー
ト
に
身
を
包
み
、
ぼ
ろ
靴
を
は
い
て
、
夫
人
が
呼
び
寄
せ
て
く
れ
る
ま
で
待
ち
続

け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

映
画
が
ト
リ
ニ
タ
・
デ
イ
・
モ
ン
テ
ィ
教
会
を
一
瞬
だ
け
映
し
出
し
た
の
は
、
こ
の
場
所
が
「
ス
ペ
イ
ン
階
段
」
で
あ
る
こ
と

を
観
客
に
知
ら
せ
る
た
め
の
目
印
と
し
て
映
し
出
し
た
の
だ
ろ
う
。
重
要
な
の
は
、
そ
の
後
の
こ
の
教
会
の
不
在
、
す
な
わ
ち
、

こ
の
教
会
が
ま
っ
た
く
映
し
出
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
映
画
に
は
〈
救
済
〉
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い

え
る
。

　

中
世
以
来
の
ロ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、〈
救
済
都
市
〉
と
い
う
重
要
な
役
割
を
持
ち
続
け
て
き
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

都
市
ロ
ー
マ
は
、
初
代
の
教
皇
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
聖
ペ
ト
ロ
の
殉
教
し
た
場
所
で
あ
り
、
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
（
聖
ペ
ト

ロ
）
大
聖
堂
は
そ
の
殉
教
し
た
町
ロ
ー
マ
に
、
ペ
ト
ロ
の
遺
体
を
聖
遺
物
と
し
て
建
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
町
に
は
、
サ
ン
・
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ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
の
他
に
も
数
百
の
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
聖
遺
物
を
所
有
し
て
お
り
、
町
全
体
と
し
て
、
千

数
百
年
に
わ
た
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
巡
礼
都
市
だ
っ
た
。
中
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
、
毎
年
、
こ
の
都
市
に
は
、
人
口
の

数
倍
に
の
ぼ
る
人
た
ち
が
、
罪
の
許
し
を
得
る
た
め
に
、
道
中
の
危
険
と
苦
難
に
も
か
か
わ
ら
ず
訪
れ
た
。
ロ
ー
マ
は
そ
れ
ほ
ど

の
救
済
力
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
全
世
界
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
限
定
す
れ
ば
、
今
も
こ
の
都
市
に
巡
礼
す
る
人
た
ち
は

少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
、
注
目
す
べ
き
こ
と
だ
が
、
そ
の
集
団
を
越
え
た
広
い
範
囲
に
も
、〈
救
済
都
市
〉
ロ
ー
マ
と
い
う
像
は
、

お
ぼ
ろ
げ
に
意
識
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
例
は
、
の
ち
に
記
す
。

　
〈
救
済
都
市
〉
ロ
ー
マ
で
救
済
を
直
接
担
っ
て
い
る
施
設
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
を
は
じ
め
と
す

る
多
数
の
教
会
堂
で
あ
り
、
ト
リ
ニ
タ
・
デ
イ
・
モ
ン
テ
ィ
教
会
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
映
画
『
ロ
ー
マ
の
哀
愁
』
は
、
意
図

的
に
、
こ
の
教
会
を
視
野
か
ら
除
外
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
映
画
の
主
題
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
主
人
公
ス

ト
ー
ン
夫
人
に
は
、
最
後
ま
で
救
済
が
与
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

救
済
の
こ
の
不
在
は
、
映
画
の
カ
メ
ラ
が
ス
ペ
イ
ン
階
段
の
下
方
を
見
下
ろ
し
続
け
る
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
。
夫
人
は
、

最
後
ま
で
救
済
を
与
え
ら
れ
な
い
ま
ま
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
若
者
た
ち
を
ジ
ゴ
ロ
に
し
続
け
る
状
態
へ
と
堕
落
し
て
ゆ
く
か
ら
で
あ
る
。

　
『
ロ
ー
マ
の
哀
愁
』
の
カ
メ
ラ
が
ト
リ
ニ
タ
・
デ
イ
・
モ
ン
テ
ィ
教
会
を
視
野
か
ら
外
し
続
け
、
階
段
を
見
下
ろ
し
続
け
る
こ

と
が
、
救
済
の
不
在
と
主
人
公
の
堕
落
と
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
、
同
じ
ス
ペ
イ
ン
階
段
を
重
要
な
場
と
し
た
映
画
『
ロ
ー
マ

の
休
日
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、
よ
り
明
瞭
に
な
る
。

　
『
ロ
ー
マ
の
休
日
』
は
、
す
で
に
拙
論
「『
ロ
ー
マ
の
休
日
』（
？
）
と
バ
イ
ロ
ン
」（『
人
文
研
究
』
第
一
七
八
集
、
二
〇
一
二

年
十
二
月
）
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
他
愛
の
な
い
恋
愛
映
画
で
は
な
い
。
こ
の
映
画
は
、
一
方
で
、
主
人
公
の
新
聞
記
者
が
女
主
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人
公
の
王
女
を
唆
し
て
公
務
を
怠
ら
せ
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
記
事
を
書
い
て
儲
け
よ
う
と
す
る
話
で
あ
り
、
他
方
で
、
王
女
も
こ
の

新
聞
記
者
に
惹
か
れ
、
あ
や
う
く
王
位
継
承
権
を
捨
て
て
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
結
婚
を
す
る
一
歩
手
前
ま
で
ゆ
く
話
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
男
女
二
人
は
最
終
的
に
ど
ち
ら
も
私
利
私
欲
を
捨
て
て
立
ち
直
り
、〈
正
し
い
〉
道
に
戻
っ
て
ゆ
く
。

　

そ
の
新
聞
記
者
が
王
女
に
、「
帰
る
前
に
、
少
し
だ
け
自
分
の
た
め
に
時
間
を
使
っ
て
み
て
は
、
ど
う
」、
と
い
っ
て
誘
惑
す
る

場
面
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
新
聞
記
者
の
心
に
誘
惑
者
＝
悪
魔
（T

entator=D
iavolos

）
が
入
っ
て
悪
魔
の
役
割
を
果
た
す
の
が
、

ス
ペ
イ
ン
階
段
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
無
垢
な
王
女
が
誘
惑
さ
れ
る
場
面
は
、
ス
ペ
イ
ン
階
段
を
見
上
げ
る
角
度
か
ら

撮
影
さ
れ
て
お
り
、
階
段
の
上
方
に
は
、
ト
リ
ニ
タ
・
デ
イ
・
モ
ン
テ
ィ
教
会
が
は
っ
き
り
と
映
し
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
誘
惑
の
場
面
は
、
そ
の
上
方
に
救
済
施
設
の
教
会
を
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
神
の
手
の
内
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
な
り
、
や
が
て
悪
魔
は
敗
退
し
て
新
聞
記
者
か
ら
も
王
女
か
ら
も
去
る
結
末
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
い
え
ば
、
ト
リ
ニ
タ
・
デ
イ
・
モ
ン
テ
ィ
教
会
の
救
済
力
と
ス
ペ
イ
ン
階
段
は
、
本
邦
で
も
お
も
し
ろ
い
現
れ
方
を

す
る
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
の
執
筆
時
、『
日
経
新
聞
』（
二
〇
一
三
年
五
月
三
〇
日
付
け
朝
刊
）
に
太
田
胃
散
の
「
ロ
ゴ
フ
ィ
ッ
ト

Ｇ
Ｌ
」
と
い
う
薬
の
写
真
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
。
写
真
は
合
成
さ
れ
た
も
の
で
、
ス
ペ
イ
ン
階
段
の
途
中
か
ら
ト
リ
ニ
タ
・
デ

イ
・
モ
ン
テ
ィ
教
会
を
見
上
げ
る
写
真
の
中
央
に
、
台
座
に
腰
を
下
ろ
し
て
笑
い
か
け
る
笑
福
亭
鶴
瓶
氏
を
配
し
て
い
る
。
ま
た
、

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
で
も
ス
ペ
イ
ン
階
段
を
利
用
し
た
同
趣
旨
の
広
告
が
放
映
さ
れ
て
い
る
。「
ロ
ゴ
フ
ィ
ッ
ト
Ｇ
Ｌ
」
は
、
関
節
痛

や
肥
満
症
を
改
善
す
る
薬
と
の
こ
と
で
あ
る
。
鶴
瓶
氏
は
、
こ
れ
ら
の
疾
患
に
対
す
る
薬
の
救
済
力
を
代
表
し
、
こ
の
薬
を
飲
め

ば
、
こ
の
よ
う
な
何
段
も
の
階
段
を
楽
に
上
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
別
の
見
方
を

す
る
な
ら
、
鶴
瓶
氏
は
、
教
会
の
救
済
力
を
背
景
に
、
具
体
的
な
痛
み
か
ら
の
〈
救
済
〉
を
も
た
ら
す
人
物
だ
と
も
い
え
る
。
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こ
れ
ら
二
つ
の
例
は
、
ト
リ
ニ
タ
・
デ
イ
・
モ
ン
テ
ィ
教
会
を
終
始
視
野
か
ら
外
し
て
、
救
済
が
訪
れ
な
い
こ
と
を
示
し
続
け

た
『
ロ
ー
マ
の
哀
愁
』
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

三　
ス
ト
ー
ン
夫
人
の
出
会
う
〈
ロ
ー
マ
〉
そ
の
一
│
ロ
ー
マ
の
人
々
の
〈
堕
落
〉

　

映
画
『
ロ
ー
マ
の
哀
愁
』
は
、
冒
頭
近
く
で
、
つ
ぎ
の
興
味
深
い
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
流
す
。

二
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
、
ト
リ
ニ
タ
・
デ
イ
・
モ
ン
テ
ィ
教
会
か
ら
ス
ペ
イ
ン
広
場
へ
と
下
っ
て
ゆ
く
（descending

）

滝
の
よ
う
な
巨
大
な
階
段
は
、
逢
い
引
き
の
場
と
し
て
大
い
に
好
ま
れ
て
き
た
（a favorite place of assignation

）。

　

こ
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ふ
た
つ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、「
ス
ペ
イ
ン
階
段
」
の
役
割
を
、
ト
リ
ニ
タ
・
デ
イ
・

モ
ン
テ
ィ
教
会
へ
「
登
っ
て
ゆ
く
」
た
め
の
参
道
で
は
な
く
、
下
方
の
広
場
へ
「
下
っ
て
ゆ
く
」
階
段
へ
と
、
意
識
的
あ
る
い
は

無
意
識
的
に
「
誤
解
」
し
、
階
段
の
意
味
を
転
倒
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
転
倒
は
、
前
節
で
注
目
し
た
救
済
の
不
在
と

密
接
に
か
か
わ
り
、
主
人
公
が
や
が
て
堕
落
し
て
ゆ
く
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

　

こ
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
も
う
ひ
と
つ
、
ス
ペ
イ
ン
階
段
の
役
割
に
つ
い
て
重
要
な
発
言
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
階
段

は
「
逢
い
引
き
の
場
」
だ
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
そ
し
て
映
画
は
、
映
像
に
よ
っ
て
こ
の
指
摘
を
立
証
す
る
よ
う
に
、
階
段
の
途

中
で
、
ま
ず
、
中
年
の
男
と
若
い
男
が
逢
い
引
き
す
る
様
子
を
見
せ
、
つ
づ
け
て
中
年
の
女
性
に
若
い
男
が
自
分
の
名
刺
を
渡
し
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て
何
か
を
い
い
、
女
性
が
う
な
ず
く
場
面
を
見
せ
る
。
若
い
男
は
、
名
刺
の
場
所
に
電
話
を
し
て
ほ
し
い
と
で
も
言
っ
た
の
だ
ろ

う
。
そ
し
て
、
ス
ト
ー
ン
夫
人
も
ま
た
最
終
的
に
こ
の
階
段
を
媒
介
に
し
て
ロ
ー
マ
の
若
者
と
一
種
の
逢
い
引
き
を
す
る
の
で
あ

る
か
ら
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
そ
の
伏
線
の
役
目
も
果
た
し
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
ス
ペ
イ
ン
階
段
は
、
百
段
を
越
え
る
階
段
を
斜
面
に
広
げ
て
い
る
か
ら
、
強
力
な
「
陳
列
機
能
」
を
備
え
て
い
る
。

見
知
ら
ぬ
中
年
婦
人
に
名
刺
を
渡
し
た
若
者
も
、
ま
た
、
最
終
的
に
ス
ト
ー
ン
夫
人
の
ジ
ゴ
ロ
と
な
る
若
者
も
、
ス
ペ
イ
ン
階
段

に
自
分
を
〈
陳
列
〉
し
、
目
を
付
け
た
相
手
の
女
性
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
彼
ら
も
ス
ペ
イ
ン
階

段
の
陳
列
機
能
を
活
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

前
節
で
ふ
れ
た
「
ロ
コ
フ
ィ
ッ
ト
Ｇ
Ｌ
」
の
広
告
も
、
ス
ペ
イ
ン
階
段
の
陳
列
機
能
を
効
果
的
に
利
用
し
た
も
の
だ
っ
た
。
じ

つ
は
、
こ
の
ス
ペ
イ
ン
階
段
は
、
強
力
な
陳
列
機
能
を
備
え
て
い
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も

し
ば
し
ば
使
わ
れ
る
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
や
撮
影
に
も
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
る
。
古
く
は
一
八
四
〇
年
代
に
こ

の
階
段
を
訪
れ
た
デ
ィ
ケ
ン
ズ
が
、
外
国
人
画
家
た
ち
（
特
に
英
国
人
画
家
た
ち
）
か
ら
モ
デ
ル
に
雇
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
扮
装
を
し
た
人
た
ち
が
階
段
に
た
む
ろ
し
て
い
る
様
子
を
報
じ
て
い
た
（Pictures from

 Italy, 1846

）。
彼
ら
モ
デ

ル
志
望
者
た
ち
も
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
階
段
の
陳
列
機
能
を
利
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
映
画
『
ロ
ー
マ
の
哀
愁
』
の
描
き
出
す
ス
ペ
イ
ン
階
段
の
表
象
は
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
い
か
に
特

異
で
あ
る
か
は
、
二
十
世
紀
へ
の
転
換
期
ご
ろ
に
描
か
れ
た
一
枚
の
絵
画
と
比
較
し
て
み
れ
ば
、
よ
く
わ
か
る
。
そ
の
絵
画
は
、

フ
ェ
デ
リ
ー
コ
・
ス
キ
ヤ
ン
キ
（Federico Schianchi, 1858

─1916
）
と
い
う
名
の
イ
タ
リ
ア
人
画
家
が
描
い
た
も
の
で
あ
る）7
（

。

絵
は
、
階
段
の
足
下
か
ら
見
上
げ
る
角
度
で
描
か
れ
、
絵
の
上
半
分
に
ト
リ
ニ
タ
・
デ
イ
・
モ
ン
テ
ィ
教
会
を
描
き
出
し
て
い
る
。
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階
段
の
裾
の
あ
た
り
は
色
と
り
ど
り
の
多
数
の
花
で
飾
ら
れ
、
花
々
の
手
前
と
間
に
、
イ
タ
リ
ア
の
田
舎
の
民
族
衣
装
を
身
に
つ

け
た
三
人
の
男
女
を
配
し
て
い
る
。
ロ
ー
マ
に
住
ん
だ
ア
メ
リ
カ
人
彫
刻
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ト
ー
リ
ー
（W

illiam
 Story, 

1819
─1895
）
が
一
八
六
二
年
に
書
き
残
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
画
家
た
ち
に
モ
デ
ル
と
し
て
雇
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
人

た
ち
は
、
イ
タ
リ
ア
の
田
舎
の
美
し
い
民
族
衣
装
を
着
て
ス
ペ
イ
ン
階
段
で
格
好
良
く
ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
待
っ
て
い
た
と
い
う
か

ら
）
8
（

、
民
族
衣
装
の
男
女
は
、
こ
う
い
う
モ
デ
ル
志
願
者
た
ち
だ
ろ
う
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
ス
キ
ヤ
ン
キ
の
絵
で
は
、
階
段
の
上
部
に
緋
色
の
長
衣
を
ま
と
っ
た
九
名
の
聖
職
者
た
ち
、
お
そ
ら
く
は
枢

機
卿
た
ち
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
黒
衣
の
聖
職
者
た
ち
や
、
白
衣
の
修
道
女
も
描
き
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
絵
は
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
な
、
ト
リ
ニ
タ
・
デ
イ
・
モ
ン
テ
ィ
教
会
の
救
済
力
を
、
教
会
堂
だ
け
で

な
く
、
多
数
の
聖
職
者
た
ち
の
姿
に
よ
っ
て
補
足
し
、
全
体
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
広
場
か
ら
ト
リ
ニ
タ
・
デ
イ
・
モ
ン
テ
ィ
教
会

へ
と
登
っ
て
ゆ
く
あ
た
り
一
帯
を
清
ら
か
で
聖
な
る
場
所
と
表
象
し
て
い
る
。
こ
の
絵
の
ス
ペ
イ
ン
階
段
は
、
映
画
『
ロ
ー
マ
の

哀
愁
』
が
描
き
出
す
よ
う
な
、
広
場
へ
「
下
っ
て
ゆ
く
」「
逢
い
引
き
の
場
」
と
い
う
堕
落
性
と
は
正
反
対
の
性
格
を
持
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

ス
ト
ー
ン
夫
人
は
、
女
優
と
し
て
の
多
忙
さ
と
、
年
配
の
夫
の
保
護
と
に
よ
っ
て
自
覚
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
深
奥
の
衝
動

│
│
性
的
な
衝
動
│
│
に
、
ロ
ー
マ
で
気
付
く
。
こ
の
自
覚
の
た
め
の
媒
介
に
な
っ
た
の
は
、
一
人
目
の
ジ
ゴ
ロ
と
、
そ
れ
を
世

話
し
た
伯
爵
夫
人
と
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
も
う
一
人
重
要
な
の
が
、
最
終
的
に
夫
人
の
二
番
目
の
ジ
ゴ
ロ
と
な
る
若
者
で
あ
る
。

こ
の
若
者
は
、
夫
人
が
ス
ペ
イ
ン
階
段
脇
の
建
物
に
住
み
始
め
た
当
初
か
ら
、
階
段
中
途
の
場
所
で
夫
人
か
ら
の
合
図
を
待
ち
続
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け
る
。
夫
人
は
じ
つ
は
初
め
か
ら
こ
の
若
者
に
惹
か
れ
る
。
重
要
な
こ
と
だ
が
、
夫
人
が
そ
の
後
何
度
も
階
段
の
下
に
い
る
こ
の

若
者
を
見
る
の
は
、
同
時
に
自
分
の
心
身
の
奥
底
を
覗
き
込
む
こ
と
で
あ
り
、
最
終
的
に
若
者
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

夫
人
は
奥
底
の
衝
動
に
身
を
ゆ
だ
ね
、
転
落
し
堕
落
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
、
夫
人
の
か
つ
て
の
高
校
の
同
級
生
が
、
ま
だ
最
初
の

ジ
ゴ
ロ
を
相
手
に
し
始
め
た
こ
ろ
の
ス
ト
ー
ン
夫
人
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
批
判
し
た
言
葉
が
、
現
実
の
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

も
あ
る
。

あ
な
た
に
言
っ
て
お
く
け
ど
、
中
年
の
女
が
か
わ
い
い
若
者
に
│
│
と
い
う
よ
り
、
ポ
ン
引
き
か
ジ
ゴ
ロ
の
た
ぐ
い
の
若
者

た
ち
に
、
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
へ
と
狂
っ
た
よ
う
に
夢
中
に
な
る
の
は
、
世
間
に
あ
り
ふ
れ
た
役
ど
こ
ろ
な
の
よ
。
若
者
た
ち
は

い
ん
ち
き
な
貴
族
の
称
号
を
付
け
て
る
け
れ
ど
、
本
性
は
隠
せ
な
い
…
…）9
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
パ
オ
ロ
と
い
う
名
の
一
番
目
の
ジ
ゴ
ロ
、
伯
爵
夫
人
、
二
人
目
の
ジ
ゴ
ロ
に
は
共
通
す
る
特

徴
が
あ
っ
て
、
じ
つ
は
そ
の
特
徴
は
少
な
く
と
も
二
千
年
に
わ
た
っ
て
ロ
ー
マ
の
人
々
の
特
徴
と
表
象
さ
れ
て
き
た
も
の
な
の
で

あ
る
。
そ
の
特
徴
と
は
、
一
言
で
い
え
ば
〈
寄
生
性
〉
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
ロ
ー
マ
の
人
々
の
〈
堕
落
〉
の
核
心
と
み
な
さ
れ

て
き
た
。
ス
ト
ー
ン
夫
人
は
、
古
代
の
ロ
ー
マ
に
も
、〈
救
済
都
市
〉
の
ロ
ー
マ
に
も
、〈
芸
術
都
市
〉
の
ロ
ー
マ
に
も
、
近
代
政

治
都
市
の
ロ
ー
マ
に
も
関
心
を
持
た
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
注
意
を
そ
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
直
接
的
に
、
ロ
ー

マ
の
人
々
の
こ
の
〈
堕
落
〉＝〈
寄
生
性
〉
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

パ
オ
ロ
に
つ
い
て
は
、
原
作
中
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
パ
オ
ロ
が
紹
介
し
た
相
手
か
ら
受
け
取
っ
た
金
品
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を
山
分
け
せ
よ
と
い
う
伯
爵
夫
人
の
指
示
に
従
わ
ず
、
気
分
を
損
ね
さ
せ
て
い
る
と
き
の
夫
人
の
発
言
で
あ
る
か
ら
、
真
実
を
突

い
て
い
る
。
伯
爵
夫
人
は
、
ス
ト
ー
ン
夫
人
に
こ
の
よ
う
に
警
告
す
る
の
で
あ
る
。

「
パ
オ
ロ
は
、
そ
こ
そ
こ
に
良
い
家
柄
な
が
ら
貧
困
に
な
っ
た
一
族
の
出
身
で
す
わ
。
貴
族
の
身
分
と
か
い
う
の
は
パ
オ
ロ

の
叔
父
の
も
の
で
、
そ
れ
も
七
十
年
ほ
ど
昔
に
ロ
ー
マ
教
皇
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
す
け
れ
ど
。
で
も
、
パ
オ
ロ
に
つ
い

て
は
、
心
し
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
よ
。
あ
れ
は
、
一
種
の
『
マ
ル
ケ
ッ
タ
』
で
す
の
。」

「
何
の
こ
と
で
す
の
。」

「
仕
事
も
お
金
も
な
く
て
暮
ら
し
て
ゆ
け
る
若
者
を
指
す
イ
タ
リ
ア
語
で
す
わ）10
（

。」

「
マ
ル
ケ
ッ
タm

archetta

」
と
は
「
娼
婦
」
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
パ
オ
ロ
は
「
男
娼
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
男
娼

パ
オ
ロ
は
、
ス
ト
ー
ン
夫
人
に
紹
介
さ
れ
た
と
き
、
そ
れ
以
前
に
関
わ
っ
て
い
た
女
性
か
ら
も
ら
っ
た
高
価
な
ル
ビ
ー
の
カ
フ
ス

を
売
っ
た
金
を
使
い
果
た
し
て
困
窮
し
て
い
た
。
し
か
し
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
生
業
に
携
わ
る
意
志
は
ま
っ
た
く
な
い
の
で

あ
る
。

　

伯
爵
夫
人
は
、
原
作
中
の
人
物
設
定
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
。

ス
ト
ー
ン
夫
人
は
、
社
交
の
世
話
を
し
て
く
れ
て
い
る
こ
の
女
性
が
、
貧
困
と
加
齢
と
に
よ
り
、
ロ
ー
マ
の
貴
族
社
交
界
の

周
辺
部
に
低
落
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
も
な
く
発
見
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
周
辺
の
位
置
が
、
な
り
ふ
り
構
わ
ず
何
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で
も
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
女
性
に
は
じ
つ
に
好
都
合
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
や
は
り
早
々
に
認
識
し
た）11
（

。

伯
爵
夫
人
の
「
貧
困
」
は
か
な
り
の
程
度
で
あ
る
こ
と
が
、
つ
ぎ
の
箇
所
に
示
さ
れ
て
い
る
。

昨
晩
は
わ
た
し
は
空
腹
で
気
を
失
っ
た
の
。
そ
う
よ
。
料
理
屋
の
ロ
ザ
ー
テ
ィ
の
前
を
歩
い
て
い
て
、
食
べ
物
の
臭
い
を
嗅

い
だ
と
き
、
文
字
通
り
空
腹
の
た
め
に
気
を
失
っ
た）12
（

。

し
か
し
こ
の
伯
爵
夫
人
も
、
パ
オ
ロ
と
同
様
に
、
生
業
に
携
わ
る
意
志
は
さ
ら
さ
ら
な
い
。

　

ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
階
段
で
ジ
ゴ
ロ
に
し
て
も
ら
え
る
の
を
期
待
し
な
が
ら
待
っ
て
い
る
若
者
が
極
貧
で
あ
る
こ
と
は
、
つ
ぎ
の

記
述
に
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
若
者
の
美
し
さ
は
、
若
者
が
美
し
く
な
い
の
が
例
外
で
あ
る
よ
う
な
こ
の
地
域
で
も
目
立
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ロ
ー

マ
各
所
の
噴
水
の
英
雄
た
ち
の
彫
像
に
よ
っ
て
讃
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
美
し
さ
だ
っ
た
。
美
し
さ
を
少
し
だ
け
隠
し
て
い

る
も
の
が
、
二
つ
あ
っ
た
。
お
そ
ろ
し
く
貧
し
い
衣
服
と
、
こ
そ
こ
そ
と
し
た
素
振
り
で
あ
る
。
ま
と
も
な
衣
服
は
黒
い
コ

ー
ト
だ
け
で
、
そ
れ
す
ら
若
者
の
身
体
に
は
短
す
ぎ
る
。
コ
ー
ト
の
襟
か
ら
は
、
三
角
形
に
大
理
石
の
よ
う
な
裸
の
肌
が
見

え
る
。
シ
ャ
ツ
は
着
て
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
ズ
ボ
ン
の
折
り
返
し
は
、
ず
た
ず
た
に
な
り
か
け
て
い
る
。
革
靴
の
大
き
な

裂
け
目
か
ら
は
裸
の
足
が
見
え
て
い
る）13
（

。



22

さ
ら
に
、
こ
の
若
者
は
ひ
ど
い
飢
餓
に
苦
し
ん
で
い
る
。

若
者
は
〔
ス
ト
ー
ン
夫
人
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
テ
ラ
ス
に
い
る
ふ
た
り
の
女
性
た
ち
を
〕
見
つ
め
、
あ
き
ら
か
に
何
か
を

待
っ
て
い
た
が
、
不
快
感
か
ら
口
が
引
き
つ
っ
た
。
そ
う
い
う
恥
ず
か
し
い
状
態
を
知
ら
れ
る
の
を
恐
れ
な
が
ら
、
若
者
の

冷
え
切
っ
た
長
い
四
本
の
指
が
、
そ
っ
と
黒
い
コ
ー
ト
の
な
か
に
滑
り
込
み
、
身
体
の
中
央
の
、
温
か
な
、
痛
み
を
感
じ
て

い
る
部
分
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
飢
え
が
あ
っ
た
。
飢
え
は
、
ロ
ー
マ
南
方
の
山
地
の
、
貝
殻
の
よ
う
な
町
か
ら

ロ
ー
マ
へ
下
っ
て
き
て
以
来
、
何
日
も
何
夜
も
、
そ
こ
に
あ
っ
た
。
若
者
に
は
、
今
夜
も
ほ
ぼ
確
実
に
飢
え
を
抱
え
て
寝
る

こ
と
に
な
る
の
が
分
か
っ
て
い
た）14
（

。

し
か
し
、
こ
の
若
者
も
ま
た
、
生
業
に
就
く
意
志
は
ま
っ
た
く
な
い
の
で
あ
る
。

　
『
ス
ト
ー
ン
夫
人
の
ロ
ー
マ
の
春
』
に
登
場
す
る
こ
れ
ら
ロ
ー
マ
の
人
た
ち
│
│
三
番
目
の
若
者
は
ご
く
最
近
ロ
ー
マ
に
出
て

き
た
ば
か
り
だ
が
、
こ
れ
か
ら
「
ロ
ー
マ
人
」
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
│
│
す
べ
て
に
共
通
す
る
特
徴
は
何
だ
ろ
う
か
。
特
徴
は

三
つ
あ
る
だ
ろ
う
。

（
一
） 

三
人
は
い
ず
れ
も
貧
し
く
、
飢
餓
状
態
か
そ
れ
に
近
い
状
態
に
あ
る
。

（
二
） 

三
人
と
も
に
、
ま
っ
と
う
な
仕
事
に
従
事
す
る
気
が
な
く
、
富
裕
な
他
者
に
寄
生
し
て
生
活
し
よ
う
と
す
る
。

（
三
） 

三
人
と
も
、
他
人
に
寄
生
し
て
生
活
す
る
こ
と
│
│
男
娼
や
そ
れ
を
斡
旋
す
る
こ
と
に
│
│
罪
の
意
識
や
良
心
の
呵
責
を
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感
じ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
示
す
三
人
の
ロ
ー
マ
の
人
た
ち
を
、
傍
か
ら
客
観
的
な
目
で
見
る
な
ら
、〈
堕
落
〉
し
た
生
き
方
を
し
て

い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
ロ
ー
マ
の
人
々
の
〈
堕
落
〉＝〈
寄
生
的
生
活
〉
へ
の
批
判
は
、
少
な
く
と
も
二
千
年
の
伝
統
を
持
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
す
で
に
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
詩
人
ユ
ヴ
ェ
ナ
リ
ス
（Juvenalis, 60

─130

）
が
、『
風
刺
詩
集Saturae

』
の
な
か
で
、

同
時
代
の
ロ
ー
マ
の
人
た
ち
を
、
こ
う
批
判
し
て
い
た
。

か
つ
て
は
支
配
権
、
執
政
官
、
軍
団
な
ど
す
べ
て
を
与
え
て
い
た
人
た
ち
が
、
今
で
は
何
に
も
関
わ
ろ
う
と
せ
ず
、
ふ
た
つ

の
も
の
だ
け
を
願
い
求
め
る
│
│
パ
ン
と
娯
楽
だ
（panem

 et circenses

）（Satura X

）
15
（

）。

こ
の
詩
句
で
、
ユ
ヴ
ェ
ナ
リ
ス
は
、
ロ
ー
マ
の
人
た
ち
が
、
食
料
も
娯
楽
も
支
配
者
か
ら
無
料
で
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

〈
寄
生
的
〉
存
在
に
変
質
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
慨
嘆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

近
世
初
頭
の
十
六
世
紀
（
一
五
二
八
年
）
に
は
、
都
市
ロ
ー
マ
に
つ
い
て
、「
大
貴
族
た
ち
に
と
っ
て
は
勝
利
、
娼
婦
た
ち
に

と
っ
て
は
天
国
、
若
者
た
ち
に
と
っ
て
は
煉
獄
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
地
獄）16
（

」
だ
と
い
う
批
判
も
書
き
残
さ
れ
た
。
こ
れ
も
、

広
い
意
味
で
、
ロ
ー
マ
の
人
た
ち
の
〈
堕
落
〉＝〈
寄
生
的
生
活
〉
を
批
判
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
引
用
文
の
な
か

の
四
種
の
人
た
ち
の
な
か
で
、
大
貴
族
と
娼
婦
は
〈
寄
生
〉
的
存
在
で
、
残
り
の
二
種
は
、
そ
れ
ら
の
犠
牲
者
た
ち
だ
ろ
う
か
ら
。

　

十
九
世
紀
の
初
頭
に
は
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
が
、
滞
在
先
の
ロ
ー
マ
に
つ
い
て
、
こ
う
い
う
記
述
を
残
し
て
い
る
（“Prom

-
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enade dans Rom
e, au clair de lune, ” in V

oyage en Italie, 1803

）。

若
い
女
性
が
わ
た
く
し
に
施
し
を
求
め
る
。
…
…
ロ
ー
マ
の
人
た
ち
は
、
飢
え
て
死
に
そ
う
に
な
る
と
施
し
を
求
め
る
。
施

し
を
断
ら
れ
る
と
、
し
つ
こ
く
は
求
め
な
い
。
彼
ら
は
、
祖
先
た
ち
と
同
じ
で
、
生
き
る
た
め
に
働
く
こ
と
を
し
な
い

（com
m
e ses ancêtres, il ne fait rien pour vivre

）。
元
老
院
か
支
配
者
が
、
彼
ら
に
食
べ
物
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ）17
（

。

　

同
じ
こ
ろ
（
一
八
一
七
年
）、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
も
、
滞
在
先
の
ロ
ー
マ
の
人
た
ち
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
書
い
た
。

…
…
ロ
ー
マ
で
は
労
働
者
は
何
人
で
も
雇
え
る
が
、
労
働
は
し
て
も
ら
え
な
い
。
ロ
ー
マ
の
労
働
者
は
、
施
し
で
生
活
す
る

こ
と
に
慣
れ
て
い
る
し
（Il est accoutum

é à vivre d
’aum

ônes

）、
大
も
う
け
を
し
よ
う
と
策
謀
す
る）18
（

。

　

二
十
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
作
家
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
（A

lberto M
oravia, 1907

─90

）
も
、
短
編
集
『
ロ
ー
マ
物
語R

acconti R
o-

m
ani

』（
一
九
五
二
年
）
の
な
か
で
、
貧
し
く
て
新
し
い
靴
が
買
え
な
い
男
が
も
う
一
人
の
男
を
誘
っ
て
、
公
園
の
カ
ッ
プ
ル
を

脅
し
て
靴
や
金
品
を
奪
お
う
と
す
る
話
を
書
い
た
り
（“Il terrore di Rom

a
”

「
ロ
ー
マ
の
殺
人
王
」）、
ま
た
、
飢
え
て
い
る
男

が
飢
え
を
満
た
す
た
め
に
、
食
堂
を
営
ん
で
い
る
旧
知
を
訪
ね
る
が
、
流
行
ら
な
い
食
堂
の
た
め
家
族
全
員
が
飢
え
て
お
り
、
主

人
夫
婦
が
喧
嘩
を
し
て
い
る
隙
に
、
食
い
逃
げ
す
る
話
を
書
い
た
り
す
る
の
で
あ
る
（“L

’appetito
”

「
食
欲
」）。
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こ
う
し
て
み
る
と
、
ユ
ヴ
ェ
ナ
リ
ス
か
ら
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
ま
で
、
ロ
ー
マ
の
人
た
ち
に
つ
い
て
、
生
活
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
せ

ず
、
他
者
に
〈
寄
生
〉
し
た
り
依
存
し
た
り
し
て
生
活
し
よ
う
と
す
る
、
と
い
う
特
徴
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
り
わ

け
、
飢
え
た
と
き
に
、
他
者
に
〈
寄
生
〉
し
た
り
依
存
し
た
り
し
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
、
と
い
う
指
摘
が
目
立
つ
。

　

こ
れ
ら
の
発
言
は
、
半
ば
は
書
き
手
自
身
の
観
察
に
基
づ
い
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
が
、

「
彼
ら
は
、
祖
先
た
ち
と
同
じ
で
、
生
き
る
た
め
に
働
く
こ
と
を
し
な
い
」
と
書
く
と
き
、
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
ユ
ヴ
ェ
ナ
リ
ス

の
一
節
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
指
摘
は
、
彼
に
数
十
年
先
立
つ
ド
・
ブ
ロ
ス
（Charles de Bross-

es, 1709

─77

）
の
書
い
た
、
ロ
ー
マ
は
「
労
働
者
が
ま
っ
た
く
労
働
を
し
な
い
町
だ）19
（

」、
と
い
う
記
述
を
ふ
ま
え
て
い
る
だ
ろ
う
。

言
い
換
え
る
な
ら
、
ロ
ー
マ
の
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、
他
者
に
〈
寄
生
〉
す
る
〈
堕
落
〉
し
た
人
た
ち
だ
と
い
う
表
象
、
い
わ
ば

〈
寄
生
的
ロ
ー
マ
人
〉
と
で
も
い
っ
た
表
象
が
二
千
年
の
あ
い
だ
伝
承
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
ス
ト
ー
ン
夫
人
の
ロ
ー
マ
の
春
』
と
『
ロ
ー
マ
の
哀
愁
』
の
ス
ト
ー
ン
夫
人
は
、
古
代
の
ロ
ー
マ
に
も
、〈
救
済
都
市
〉
の
ロ

ー
マ
に
も
、〈
芸
術
都
市
〉
の
ロ
ー
マ
に
も
、
近
代
政
治
都
市
の
ロ
ー
マ
に
も
関
心
を
持
た
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
関

心
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ふ
た
り
の
男
娼
と
そ
の
取
り
持
ち
役
と
い
う
古
代
ロ
ー
マ
か
ら
の
伝
統
的
な
〈
寄
生
的
ロ

ー
マ
人
〉
に
、
直
接
的
に
出
会
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四　
ス
ト
ー
ン
夫
人
の
出
会
う
〈
ロ
ー
マ
〉
そ
の
二
│〈
死
の
都
〉
か
ら
の
覚
醒

　
『
ス
ト
ー
ン
夫
人
の
ロ
ー
マ
の
春
』
と
『
ロ
ー
マ
の
哀
愁
』
の
主
題
の
ひ
と
つ
は
、〈
死
の
都
〉
だ
と
予
想
し
て
ロ
ー
マ
に
滞
在
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し
た
ス
ト
ー
ン
夫
人
が
、
予
想
の
誤
り
だ
っ
た
こ
と
を
悟
っ
て
ゆ
く
過
程
で
あ
る
。

　

夫
人
は
、
ロ
ー
マ
が
つ
ぎ
の
よ
う
な
場
所
だ
ろ
う
と
想
像
し
、
そ
れ
ゆ
え
今
の
自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
ロ
ー
マ

に
住
む
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
ら
三
つ
の
出
来
事
〔
＝
女
優
業
か
ら
の
引
退
、
夫
の
急
死
、
排
卵
の
停
止
〕
が
一
緒
に
起
こ
っ
た
た
め
に
、
夫
人
は
、

ほ
と
ん
ど
死
後
を
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
な
（leading an alm

ost posthum
ous existence

）
印
象
を
受
け
て
い
た
。

夫
人
は
ロ
ー
マ
を
そ
う
い
う
生
を
過
ご
す
の
に
好
適
だ
ろ
う
と
思
っ
て
選
ん
だ
。
ロ
ー
マ
は
、
ず
い
ぶ
ん
多
く
の
部
分
が
過

去
の
存
在
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
だ
（so m

uch of it seem
ed to exist in the past

）
20
（

）。

夫
人
は
、
自
分
自
身
も
ほ
と
ん
ど
死
ん
で
い
る
存
在
だ
し
、
ロ
ー
マ
と
い
う
町
も
ほ
と
ん
ど
死
ん
で
い
る
存
在
だ
ろ
う
と
考
え
た

の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
ロ
ー
マ
に
住
ん
だ
夫
人
が
出
会
っ
た
の
は
〈
死
の
都
〉
で
は
な
く
、
む
し
ろ
パ
オ
ロ
や
伯
爵
夫
人
や
第
二

の
ジ
ゴ
ロ
候
補
者
の
よ
う
な
人
間
た
ち
が
、
し
ぶ
と
く
「
寄
生
」
生
活
を
し
て
い
る
場
所
、
そ
の
意
味
で
の
〈
生
の
都
〉
だ
っ
た
。

し
か
も
夫
人
自
身
が
、
こ
の
街
で
パ
オ
ロ
た
ち
と
関
わ
っ
て
ゆ
く
な
か
で
、「
死
後
を
生
き
る
」
存
在
で
は
な
く
な
り
、
生
命
力

を
回
復
し
て
ゆ
く
。

…
…
夫
人
は
、
排
卵
停
止
と
い
う
縺
れ
た
森
の
な
か
か
ら
身
体
が
抜
け
出
て
ゆ
く
に
つ
れ
て
、
身
体
の
健
や
か
さ
が
大
幅
に
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蘇
る
の
を
感
じ
た
。
夫
人
は
、
活
動
し
続
け
て
も
疲
れ
切
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
他
の
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
は
、
ロ
ー
マ
で
は

身
体
が
だ
る
く
な
る
、
と
こ
ぼ
し
た
が
、
夫
人
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
経
験
し
な
か
っ
た）21
（

。

こ
の
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
は
、
パ
オ
ロ
や
伯
爵
夫
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
ス
ト
ー
ン
夫
人
に
と
っ
て
も
〈
生
の
都
〉
で
あ
る
。
し
か

し
、
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　

ロ
ー
マ
の
〈
寄
生
〉
生
活
者
た
ち
と
、
そ
こ
へ
到
来
し
我
が
物
顔
で
ふ
る
ま
う
外
国
人
た
ち
と
の
関
係
も
ま
た
同
様
に
重
要
で

あ
る
。『
ス
ト
ー
ン
夫
人
の
ロ
ー
マ
の
春
』
の
な
か
で
、
パ
オ
ロ
が
ス
ト
ー
ン
夫
人
に
、
こ
う
い
う
発
言
を
す
る
。

あ
な
た
の
よ
う
な
金
持
ち
の
ア
メ
リ
カ
の
レ
デ
ィ
ー
た
ち
が
、
ロ
ー
マ
の
今
の
支
配
者
だ
。
少
な
く
と
も
、
あ
な
た
た
ち
は

そ
う
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
で
も
、
警
告
し
て
お
こ
う
。
こ
の
町
は
三
千
年
も
続
い
て
い
る
ん
だ
（three thousand 

years old

）。
そ
し
て
ロ
ー
マ
を
征
服
し
た
や
つ
ら
は
、
み
ん
な
死
ん
で
塵
に
戻
っ
た
の
さ）22
（

。

こ
の
発
言
は
、『
ス
ト
ー
ン
夫
人
の
ロ
ー
マ
の
春
』
の
終
わ
り
近
く
の
、
パ
オ
ロ
と
ス
ト
ー
ン
夫
人
と
の
関
係
が
決
定
的
に
決
裂

す
る
場
面
の
、
こ
う
い
う
印
象
的
な
や
り
と
り
に
受
け
継
が
れ
る
。

「
あ
な
た
は
、
名
声
と
富
と
、
雑
誌
に
載
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
写
真
と
、
で
く
の
ぼ
う
の
旦
那
さ
ん
が
残
し
て
く
れ
た
何
百

万
ド
ル
も
の
お
金
で
、
す
っ
か
り
思
い
上
が
っ
て
い
る
。
で
も
、
こ
こ
は
ず
い
ぶ
ん
古
い
町
だ
。
ロ
ー
マ
は
三
千
年
も
続
い
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て
い
る
ん
だ
。
あ
な
た
は
何
歳
だ
。
五
十
歳
か
い
（Rom

e is three thousand years old, and how
 old are you? 

Fifty?

）。」

　
　
「
五
十
歳
、
で
す
っ
て
！
」
夫
人
は
、
あ
え
ぎ
声
で
い
っ
た）23
（

。

ロ
ー
マ
は
、
常
套
的
に
「
永
遠
の
都
市U

rbs aeterna; Eternal City

」
と
呼
ば
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
パ
オ
ロ
の
こ
の
発

言
に
み
ら
れ
る
ロ
ー
マ
の
〈
永
遠
性
〉
の
意
味
で
あ
る
。
パ
オ
ロ
は
ロ
ー
マ
の
〈
永
遠
性
〉
に
つ
い
て
、〈
寄
生
〉
的
存
在
と
批

判
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
ロ
ー
マ
人
が
、
三
千
年
間
し
ぶ
と
く
生
き
延
び
て
き
た
こ
と
だ
、
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
永
遠
の
都
市
」
は
、
単
純
に
こ
の
都
市
が
千
年
、
二
千
年
、
三
千
年
と
長
年
続
い
て
き
た
こ
と
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
い
。

「
永
遠
の
都
市
」
は
、
ま
た
、
意
図
的
な
神
聖
化
に
よ
る
表
現
で
も
あ
る
。
意
図
的
神
聖
化
と
は
、
ロ
ー
マ
は
、
神
々
の
意
志
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
か
ら
、
永
遠
に
滅
び
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
考
え
方
を
指
す
。
神
々
の
意
志
に
よ
る
都
市
ロ
ー
マ
の
設
立
と
、

そ
れ
ゆ
え
の
永
続
、
と
い
う
考
え
は
、
す
で
に
古
代
ロ
ー
マ
に
あ
っ
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
都
市
に
つ
い
て
は
、
設
立
の
数

百
年
後
に
は
す
で
に
〈
永
遠
の
都
〉
と
い
う
表
象
化
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

ヴ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
（V

ergilius, 70 BC-19 BC

）
の
『
ア
エ
ネ
イ
スA

eneis

』
の
な
か
で
は
、
最
高
神
ユ
ピ
テ
ル
が
娘
の
女

神
ヴ
ェ
ヌ
ス
に
向
か
っ
て
、
ヴ
ェ
ヌ
ス
の
子
供
で
ロ
ー
マ
の
建
国
者
と
な
る
ア
エ
ネ
ア
ス
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
い
う
。
│
│

ア
エ
ネ
ア
ス
は
、
イ
タ
リ
ア
に
上
陸
後
、
数
多
く
の
民
族
を
征
服
し
、
ラ
テ
ィ
ウ
ム
地
方
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
息
子

の
ア
ス
カ
ニ
ウ
ス
が
、
ア
ル
バ
・
ロ
ン
ガ
市
を
築
く
。
そ
の
後
、
ヘ
ク
ト
ル
の
子
孫
に
よ
る
支
配
が
続
き
、
そ
の
子
孫
で
あ
る
王

女
が
軍
神
マ
ル
ス
の
子
供
で
あ
る
双
子
を
生
む
。
双
子
の
ひ
と
り
、
ロ
ム
ル
ス
（Rom

ulus

）
が
ロ
ー
マ
市
を
築
き
、
ロ
ム
ル
ス
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の
治
め
る
人
た
ち
が
、
ロ
ム
ル
ス
の
名
か
ら
、「
ロ
ー
マ
人Rom

anos

」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
、
と
。

　

さ
ら
に
ユ
ピ
テ
ル
は
、
つ
ぎ
の
注
目
す
べ
き
発
言
を
す
る
の
で
あ
る
。

わ
た
し
は
、
彼
ら
ロ
ー
マ
人
に
対
し
て
は
、
支
配
す
る
地
域
に
つ
い
て
も
年
月
に
つ
い
て
も
限
界
を
定
め
な
い
。
わ
た
し
は
、

終
わ
る
こ
と
の
な
い
支
配
権
を
与
え
る
（im

perium
 sine fini dedi

）（Libro I

）
24
（

）。

都
市
国
家
ロ
ー
マ
は
、
最
高
神
ユ
ピ
テ
ル
の
意
志
に
よ
り
、
ど
こ
ま
で
も
支
配
地
域
を
広
げ
て
、
そ
こ
を
永
遠
に
支
配
す
る
、
と

い
う
の
で
あ
る
。〈
永
遠
の
都
〉
ロ
ー
マ
と
は
、
こ
う
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
表
象
で
あ
る
。

　
『
ア
エ
ネ
イ
ス
』
で
は
、
さ
ら
に
、
ラ
テ
ィ
ウ
ム
地
方
へ
到
来
し
た
ア
エ
ネ
ア
ス
が
、
テ
ヴ
ェ
レ
川
の
神
（T

iberinus

）
に
よ

っ
て
、
ロ
ー
マ
の
建
設
を
、「
神
々
の
子
孫
で
あ
る
そ
な
た
、
…
…
こ
こ
が
そ
な
た
の
確
か
な
落
ち
着
き
ど
こ
ろ
と
な
ろ
うhic 

tibi certa dom
us

」
と
保
証
さ
れ
、
こ
の
神
に
よ
っ
て
、「
わ
た
し
自
身
が
、
そ
な
た
を
川
岸
に
そ
っ
て
ま
っ
す
ぐ
遡
ら
せ
よ

う
」
と
い
う
ふ
う
に
助
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
（Libro V

III
）
25
（

）。

　

し
か
し
、『
ス
ト
ー
ン
夫
人
の
ロ
ー
マ
の
春
』
の
捉
え
方
だ
と
、
ロ
ー
マ
の
永
遠
性
は
、
ユ
ピ
テ
ル
に
よ
る
永
遠
の
支
配
の
保

証
に
よ
る
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、〈
寄
生
的
〉
存
在
の
ロ
ー
マ
人
が
し
ぶ
と
く
古
代
か
ら
生
き
延
び
て
き
た
こ
と
が

〈
永
遠
の
都
市
〉
の
実
質
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
（「
こ
の
町
は
三
千
年
も
続
い
て
い
る
ん
だ
」）。
こ
の
捉
え
方
は
、
一
見
し
た
と

こ
ろ
、
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
で
注
目
し
た
よ
う
な
、
ロ
ー
マ
の
人
々
が
〈
寄
生
的
〉
存
在
だ
と
す
る
古
代
ロ
ー
マ

以
来
の
表
象
の
伝
統
を
見
る
な
ら
、
ロ
ー
マ
の
本
質
を
良
く
突
い
て
い
る
と
も
い
え
る
。
ス
ト
ー
ン
夫
人
は
、
古
代
ロ
ー
マ
に
も
、
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〈
救
済
都
市
〉
ロ
ー
マ
に
も
、〈
芸
術
の
都
〉
ロ
ー
マ
に
も
、
近
代
政
治
都
市
ロ
ー
マ
に
も
関
心
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
え
っ
て
、
こ
の
〈
永
遠
の
都
〉
の
別
の
本
質
に
ふ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
夫
人
は
、
ロ
ー
マ
が
「
ず
い
ぶ
ん
多
く
の
部
分
が
過
去
の
存
在
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
」
か
ら
ロ
ー
マ
に

住
も
う
と
し
、
実
際
に
住
ん
で
み
る
と
そ
の
予
想
が
誤
り
だ
っ
た
こ
と
を
悟
る
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
、
夫
人
は
な
ぜ
ロ
ー
マ
が

〈
死
の
都
〉
だ
ろ
う
と
予
想
し
た
の
か
。
ス
ト
ー
ン
夫
人
は
読
書
家
と
い
う
設
定
で
は
な
い
か
ら
、
直
接
の
影
響
に
つ
い
て
小
説

や
映
画
の
な
か
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
夫
人
の
こ
の
予
想
を
知
ら
さ
れ
た
と
き
に
読
者

や
観
衆
が
納
得
し
て
し
ま
う
背
景
に
は
、
ロ
ー
マ
に
関
す
る
根
深
い
表
象
が
存
在
し
て
い
る
。

　

端
的
に
ロ
ー
マ
が
〈
死
の
都
〉
だ
と
い
っ
た
の
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
で
あ
る
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
は
、
こ
う
書
い
た
。

こ
こ
で
は
、
す
べ
て
が
退
廃
で
あ
り
、
す
べ
て
が
追
憶
で
あ
り
、
す
べ
て
が
死
で
あ
る
（tout est m

ort

）
26
（

）。

　

シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
は
、
同
じ
内
容
を
も
う
少
し
感
覚
的
に
こ
う
述
べ
て
い
る
。

ロ
ー
マ
が
そ
の
周
囲
の
「
空
虚
な
支
配
地inania regna

」
の
な
か
か
ら
突
如
と
し
て
姿
を
見
せ
る
と
き
に
体
験
す
る
こ
と

を
あ
な
た
に
述
べ
る
の
は
不
可
能
で
す
。
ロ
ー
マ
は
、
葬
ら
れ
て
い
た
墓
の
な
か
か
ら
起
き
上
が
っ
て
き
た
様
子
（l ’air

 de 

se lever pour vous, de la tom
be où elle était couchée

）
を
し
て
い
る
の
で
す）27
（

。
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こ
う
い
う
〈
死
の
都
〉
ロ
ー
マ
の
な
か
で
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
の
よ
う
な
人
た
ち
は
何
を
観
想
し
た
か
。
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン

は
、
人
間
が
は
か
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
想
っ
た
。

ひ
と
は
、
様
々
な
帝
国
の
廃
墟
に
つ
い
て
思
い
を
巡
ら
す
で
し
ょ
う
が
、
自
分
自
身
の
方
が
も
っ
と
危
う
い
廃
墟
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
廃
墟
と
と
も
に
倒
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
忘
れ
る
の
で
す）28
（

。

英
国
の
詩
人
バ
イ
ロ
ン
も
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
と
同
様
に
、
ロ
ー
マ
の
廃
墟
で
、
人
間
の
営
み
の
空
し
さ
と
失
敗
で
あ
っ
た
自

分
の
人
生
と
を
重
ね
合
わ
せ
た
。

…
…
わ
た
し
は
自
分
の
心
を
呼
び
戻
す
。

退
廃
の
た
だ
中
で
瞑
想
す
る
た
め
に
。
廃
墟
の
な
か
に

廃
墟
と
し
て
立
つ
た
め
に
（a ruin am

idst ruins
）
29
（

）。

　

ス
ト
ー
ン
夫
人
も
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
や
バ
イ
ロ
ン
が
し
た
よ
う
に
、〈
死
の
都
〉
ロ
ー
マ
で
、
自
分
の
「
死
後
の
生
」
に
、

静
か
に
思
い
を
巡
ら
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
夫
人
は
、
予
想
に
反
し
て
、
し
ぶ
と
く
〈
寄
生
的
〉
に
生
き
る
ロ
ー
マ
人

た
ち
に
出
会
っ
て
蘇
り
、
し
か
も
蘇
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
と
同
じ
〈
堕
落
〉
し
た
生
活
へ
と
転
落
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

こ
の
拙
稿
で
は
、
テ
ネ
シ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
小
説
『
ス
ト
ー
ン
夫
人
の
ロ
ー
マ
の
春
』
と
そ
の
映
画
化
で
あ
る
『
ロ
ー
マ

の
哀
愁
』
と
の
な
か
に
、
表
象
と
し
て
存
在
す
る
〈
ロ
ー
マ
〉
と
存
在
し
な
い
〈
ロ
ー
マ
〉
と
を
取
り
上
げ
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
の

展
開
に
つ
れ
て
、
こ
の
存
在
し
な
い
〈
ロ
ー
マ
〉
は
存
在
す
る
〈
ロ
ー
マ
〉
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
こ
れ
ら
二
種
の

表
象
は
主
題
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　

小
説
『
ス
ト
ー
ン
夫
人
の
ロ
ー
マ
の
春
』
と
映
画
『
ロ
ー
マ
の
哀
愁
』
の
な
か
に
存
在
し
な
い
ロ
ー
マ
の
表
象
は
、〈
古
代
ロ

ー
マ
〉、
中
世
以
後
の
〈
救
済
都
市
ロ
ー
マ
〉、
近
代
以
後
の
〈
政
治
首
都
ロ
ー
マ
〉
で
あ
る
。

　
〈
古
代
ロ
ー
マ
〉
は
、
都
市
ロ
ー
マ
に
遺
跡
と
し
て
現
前
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
繁
栄
の
記
憶
と
し
て
存
在
し
て
い

る
。
記
憶
と
し
て
の
〈
古
代
ロ
ー
マ
〉
は
、
お
も
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
頃
ま
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
男
子
の
ラ
テ
ン
語
・
ラ
テ
ン

語
文
献
教
育
の
結
果
と
し
て
根
付
い
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
米
国
で
た
ぶ
ん
中
等
教
育
を
受
け
た
だ
け
の
女
性
で
あ
る

ス
ト
ー
ン
夫
人
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
文
筆
家
た
ち
の
文
章
を
記
憶
に
留
め
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
夫
人
は
、
古
代
の
遺
跡
を
記
憶

に
よ
っ
て
息
づ
か
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
夫
人
に
と
っ
て
、
遺
跡
は
瓦
礫
に
す
ぎ
ず
、
古
代
以
後
の
〈
ロ
ー
マ
〉
は
存
在
し
な

い
に
等
し
い
の
で
あ
る
。

　

中
世
以
後
の
ロ
ー
マ
は
救
済
都
市
と
し
て
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
。
し
か
し
、
ス
ト
ー
ン
夫
人
は
信
仰
の
な
い
人
な
の
で
、
ロ

ー
マ
に
い
て
も
、
救
済
に
出
会
う
こ
と
が
な
い
。
夫
人
に
と
っ
て
、〈
救
済
都
市
ロ
ー
マ
〉
は
存
在
し
な
い
に
等
し
い
の
で
あ
る
。
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ス
ト
ー
ン
夫
人
は
、
米
国
で
た
ぶ
ん
中
等
普
通
教
育
を
受
け
た
だ
け
の
ひ
と
で
あ
る
か
ら
、
近
代
イ
タ
リ
ア
の
歴
史
を
よ
く
知

ら
な
い
だ
ろ
う
。
夫
人
は
、
十
九
世
紀
後
半
に
ロ
ー
マ
が
イ
タ
リ
ア
国
家
の
首
都
と
さ
れ
た
経
緯
も
、
そ
の
後
の
苦
難
も
記
憶
に

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
近
代
ロ
ー
マ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
、
夫
人
に
と
っ
て
息
づ
く
こ
と
が
な
い
。
夫
人
に
は
、〈
政
治
首
都
ロ
ー

マ
〉
も
存
在
し
な
い
に
等
し
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
夫
人
は
、〈
古
代
ロ
ー
マ
〉
に
も
〈
救
済
都
市
ロ
ー
マ
〉
に
も
〈
政
治
首
都
ロ
ー
マ
〉
に
も
気
が
散
ら

な
い
か
ら
こ
そ
、
別
種
の
ふ
た
つ
の
〈
ロ
ー
マ
〉
に
直
接
的
に
出
会
う
こ
と
に
な
る
。

　

ふ
た
つ
の
〈
ロ
ー
マ
〉
の
う
ち
の
ひ
と
つ
は
、〈
ロ
ー
マ
人
の
堕
落
〉
で
あ
る
。
夫
人
が
ロ
ー
マ
で
関
わ
り
を
持
つ
ふ
た
り
の

ジ
ゴ
ロ
と
ジ
ゴ
ロ
を
斡
旋
す
る
伯
爵
夫
人
は
、
い
ず
れ
も
飢
餓
を
、
裕
福
な
人
た
ち
に
寄
生
し
て
和
ら
げ
よ
う
と
し
、
そ
の
行
動

に
良
心
の
呵
責
を
覚
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
い
う
〈
ロ
ー
マ
人
の
堕
落
〉
は
、
じ
つ
は
ユ
ヴ
ェ
ナ
リ
ス
以
来
、
二
千
年
に
わ

た
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
表
象
な
の
で
あ
り
、
夫
人
は
、
こ
の
伝
統
的
表
象
を
体
験
し
た
の
で
あ
る
。

　

夫
人
が
出
会
う
も
う
ひ
と
つ
の
ロ
ー
マ
は
、〈
生
の
都
ロ
ー
マ
〉
で
あ
る
。
夫
人
は
、
ロ
ー
マ
が
〈
死
の
都
〉
だ
ろ
う
と
予
想

し
て
行
っ
た
の
だ
が
、
そ
こ
で
、
富
裕
な
他
者
に
寄
生
し
な
が
ら
、
三
千
年
に
わ
た
り
、
し
ぶ
と
く
生
き
抜
い
て
き
た
ロ
ー
マ
の

人
た
ち
を
知
る
。
こ
れ
は
、〈
永
遠
の
都
〉
と
い
う
常
套
句
の
新
た
な
解
釈
だ
と
も
い
え
る
。

【
本
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は
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学
研
究
費
補
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